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Ⅲ. 福島県主催の歓迎行事  

 

１．福島県知事主催歓迎昼食会  

第８回太平洋・島サミット開催地として、来県する太平洋島嶼国首脳等を 

 歓迎するため、福島県知事主催の昼食会を催した。 

 

① 日 時 平成 30 年５月 18 日（金）11 時 40 分～13 時５分 

② 場 所 パレスいわや １階 シェリークラブ 

③ 出席者 101 名 

  国  外：太平洋島嶼国首脳夫妻、各国代表、 

太平洋諸島フォーラム事務局長、各国随員  

日本政府：堀井巌 外務大臣政務官 

鯰博行 外務省アジア大洋州局参事官（第８回太平洋・島サミット準備事務局長） 

  国会議員：県選出国会議員又は代理 

  関係機関：洲崎毅浩 二本松青年海外協力隊訓練所長 

重岡純 日本貿易振興機構福島貿易情報センター所長 

小林泉 太平洋協会理事長、斎藤龍三 太平洋諸島センター所長 

福 島 県：内堀雅雄 知事、吉田栄光 県議会議長、大島幸一 生活環境部長 

阿部雅人 いわき地方振興局長 

いわき市：清水敏男 市長、菅波健 市議会議長 

県内関係者：遠藤栄作 福島県町村会長、村上昭正 福島県町村議会議長会長 

寺主公男 いわき経済同友会常任幹事 

佐藤一美 いわき地区商工会連絡協議会長 

元木寛 (株) ワンダーファーム代表取締役 

高荒昌展 福島県観光物産交流協会理事長 

小檜山均 福島県国際交流協会専務理事、県内在住島嶼国出身者 

④ プログラム 

（ⅰ）開会 

（ⅱ）歓迎挨拶    ：内堀雅雄 福島県知事 

（ⅲ）島嶼国代表挨拶 ：トゥイラエパ・ファティアロファ・ルペソリアイ・ 

サイレレ・マリエレガオイ首相兼外務貿易大臣 

（サモア独立国、PALM8 共同議長） 

（ⅳ）乾杯      ：清水敏男 いわき市長 

 

（ⅴ）閉会 
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 「パレスいわや」に到着した首脳等一行は、内堀知事等の出迎えを受けた後、

昼食会会場である「シェリークラブ」へ移動し、和やかなムードで昼食会が始ま

った。 

 

 

 

 

 

 

 

 冒頭、内堀知事は、出席者に対する歓迎の意を表し、第８回太平洋・島サミッ

トが、前回に続き本県で開催されたことを大変光栄に思うとともに東日本大震災

に対する各国からの支援にあらためて感謝する、また、この機会に是非、福島県

の美しい自然や豊かな食、伝統文化、そして、県民の温かいもてなしに触れてい

ただき、本県の様々な魅力を各国でお伝えいただきたいとの挨拶を述べた。 

これに対し、トゥイラエパ・サモア独立国首相兼外務貿易大臣から、地元から

の歓迎に対する謝意が示された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

挨拶に引き続き、清水いわき市長の発声による地元いわき市の銘酒「大吟醸又

兵衛」での乾杯のあと、会食及び懇談の時間となった。 

 

 

 

 

 

 

 

福島県知事 歓迎挨拶 島嶼国代表（サモア首相）挨拶 

トゥイラエパ・サモア独立

国首相夫妻を入口でお出迎

えする内堀知事。 

いわき市長による乾杯挨拶。 
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会場には、いわき市の伝統工芸品である「いわき絵のぼり」に各国の国旗をあ

しらったものを掲揚するとともに、各テーブルには「万両べこ」を飾った。 

また、パフォーマンスとして、地元の琴奏者である松井しのぶ氏による演奏が

行われた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

メニューの考案にあたっては、いわき市の HAGI フランス料理店の萩春朋シェフ

ほか、地元の料理人により創作され、福島県産食材をふんだんに使用して提供さ

れた。また、飲料についても地元の酒、ワイン、ソフトドリンクが提供された。 

内容については、「和」のおもてなしをコンセプトとし、弁当箱のスタイルに盛

り付けが行われた。BEAMS と磐城高箸とのコラボレーションで作成された、間伐

材を使用した杉割り箸や、小松道男氏が開発した植物由来のプラスチックカップ

等、福島県関連の食器も使用された。 

 食事のサーブ係についても着物で配膳を行い、和のコンセプトで統一した。 

 また、食事制限がある方に対し、アレルギー、ハラル対応の食事を提供した。 

いわき絵のぼり 

地元奏者による琴演奏 地元のワイン等飲料 
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福島県知事主催歓迎昼食会 メニュー 
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13 時５分、昼食会は時間どおりに終了し、首脳等一行は次のプログラムである

慰霊行事のため、13 時 20 分にいわき海星高校へ出発した。 

なお昼食会会場については、晴天時は白水阿弥陀堂境内が予定地であり、晴天

時、雨天時の２会場を候補として準備を進めてきたが、昼食会前日の天候判断に

より、雨天会場での実施となった。 

昼食会で供された料理 

進行は英語で行われ、各テーブルには通訳者を配置した。 

 


